
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年9月／発行：燕市長寿福祉課地域支援相談チーム 

第 1回地域ケア推進会議をハイブリット方式で実施しました。 
令和４年８月１７日（水） 午後１：３０～３：００ 参集会場 燕市役所 つばめホール 
オンラインでの参加委員１４名、 参集での参加委員７名、欠席委員３名でした。 

【議題と結果報告】 

（１）会長、会長代理の選出  会長：在宅医療・介護連携推進部会 小原宏一委員 

                   会長代理：認知症支援部会 酒井貴人委員 

（２）各部会報告  資料のとおり 質問意見なし 

（３）意見交換～燕市のゴミ出し支援を考える～（後述） 

（４）その他 「介護の担い手研修」チラシ説明 

【～燕市のゴミ出し支援を考える～】 
１．課題の提言①（さわたり包括） 
  各自でできることを考えた。燕市全体の実態把握をして必要な対策を取ってほしい。 
２．ゴミ出し支援に関するアンケート結果（長寿福祉課） 
  ・ゴミ出し支援の対象となる世帯は一人暮らしが約 75％を占める。 
  ・ゴミ出しできない理由は身体機能に起因するものが 60％を占め、ごみステーション 

まで運べない。 
  ・相談先は自治会長・民生委員への相談が 30％で最も多く、訪問介護や小規模多機能 

事業所がゴミを事業所に持ち帰るなどの対応をしている。 
  （考察） 
  ・まずは各自でゴミの軽量化などゴミ出しできる工夫をする。 
  ・次に自治会・民生委員・地域の支え合い活動に相談する。それでも解決しない場合、 

有償ボランティア活動に相談すると対応できるケースが増えるのではないか。 
  ・ゴミ出し支援の現状を把握する追跡調査や生活環境課との課題共有が必要である。 
３．課題の提言②（分水包括） 
  ごみの分別や玄関先に出すことはできるが、ごみステーションまで持って行けない 

人がいる。ゴミ出しの自立のために、長岡市のふれあい収集のような「個別回収」を 
燕市でも開始してもらえないか？ 

 

４．燕市の考え（生活環境課） 
  自治体のゴミ出し支援は、直営型やコミュニテ

ィ支援型がある。燕市はコミュニティ支援型を
検討しているが、当面の間は社協の「すけっと
つばめ」で支援いただきたい。 

  10 分 100 円の活動費に対する補助は、ごみステ
ーションまで搬出する部分に税金を投入するこ 
とになり、自分で出される方との不公平感が生じ
る恐れがある。 

  今後の「すけっとつばめ」の運用状況を確認
し、必要があれば自治体の支援制度の手引きに
沿って燕市独自の収集体制を検討していかなけ
ればならない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【～燕市のゴミ出し支援を考える～意見交換②】 

ご意見①：まだ「すけっとつばめ」のチラシを見たことがない。もっと周知が必要。 

ご意見②：無償の支援より、10 分 100 円を支払う方が利用者は安心だ。 

ご意見③：ゴミ出し支援はボランティアベースだけでは多少不安がある。事業としてやる

部分とボランティアの部分と２本立てで進めてもらった方がいい。燕市の人口

規模でボランティアが集まるのか？ 

 

 

発行：燕市健康福祉部 長寿福祉課 地域支援相談チーム 

☎0256・77・8157  fax0256・77・8138 

今後の予定 （開催方法は未定です） 

地域ケア推進会議 Ｒ5 2/2（木） PM1：30～3：00 

認知症支援部会  Ｒ４ 9/29（木） PM3：00～4：30 

在宅医療・介護連携推進部会 Ｒ4 10/28（金） PM1：30～3：00 

総合事業部会    Ｒ4 10/26（水） PM1：30～3：00 

【～燕市のゴミ出し支援を考える～意見交換①】 
Ｑ：ボランティアや協力員がいない地域では、「支援できません」ということにならない

か？行政のバックアップが必要と考えるが…。 
A：長岡市方式（直営）は、職員の確保やシルバー人材の人員の手配が非常に難しい。直
営型を否定するわけではないが、今は「すけっとつばめ」を利用いただきたい。その運
用状況を確認し、問題があるようであれば他の方式を考えていく。 

 
Ｑ：「すけっとつばめ」を利用できる人の範囲は？ 
A：困りごとがある高齢者・障がい者。「困ったよ」と、まずはご相談いただきたい。 
 

【まとめ】 
①各自でゴミの軽量化を工夫する。 

②困ったときは、お住いの地域の自治会、 

民生委員、まちづくり協議会に相談する。 

③お住いの地域で解決しない場合、すけっとつばめに 

 相談する。 

④今後もゴミ出しができない相談件数を追跡調査し、 

問題が確認された場合は、長寿福祉課と生活環境 

課で連携して新たな対応を検討する。 

 

５．支え合い活動と有償ボランティア活動事業「すけっとつばめ」 
  支え合い活動推進委員会（地域が限定されている）…自分の家のゴミ出しのついでに

朝、病気で手がこわばる人のゴミ出しをボランティアで手伝っている。 
  有償ボランティア活動事業…ゴミ出しに限らず、話し相手・草取り・送迎支援・家屋

の小修繕。10 分 100 円のチケットを介して協力員は活動費を受け取る仕組み。現在
は助けてほしいという利用会員 14 名、協力できるよという協力会員 27 名が登録。 

ゴミ出し支援の現状を共有
し、今後の対応についてご検
討いただきまして、誠にあり
がとうございました。 
今後ともよろしくお願いい

たします。 


